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秋
季
俳
句
会
（
令
和
三
年
九
月
）
「
句
報
」 

 

兼
題
：
月
、
台
風
（
含
・
子
季
語
） 

    

恵
福  

恵
亘
克 

崎
恵
通
徳 

茂
以
徳
亘  通  

佑
訓  永 

佑
以
恵
通
秀 

展
敏
訓
由
克
秀        永 志 

茂
崎
訓
志
由
克
永
秀        崎   

「
選
句
」
赤
文
字
：
特
選 

 
天

の

川

運

河

に

浮

か

ぶ

工

場

の

灯 
海

花

火

鳥

居

綾

な

す

厳

島 

「

月

光

」

の

余

韻

を

醸

す

ペ

ダ

ル

か

な 

錆

奔

る

運

休

路

線

に

彼

岸

花 

獺

祭

忌

ひ

と

つ

嬉

し

き

句

評

き

て 

 

片

仮

名

の

過

去

の

台

風

懐

か

し

む 

 

蕾

割

っ

て

叱

ら

れ

し

日

よ

桔

梗

咲

く 

僧

辞

し

て

初

盆

の

客

さ

ざ

め

け

り 

「

序

破

急

」

と

鳴

い

て

飛

び

立

つ

法

師

蝉 

十

六

夜

の

月

を

拭

ひ

て

驟

雨

去

る 

一

瞬

の

陽

光

雨

の

墓

参

り 

 

新

月

を

称

え

合

唱

関

学

生 

五

輪

な

ど

視

る

暇

あ

り

や

医

の

現

場 

医

者

不

足

目

覚

め

ぬ

政

府

闇

夜

ゆ

く 

ジ

ャ

ン

ボ

機

よ

完

璧

で

あ

れ

闇

の

よ

る 

ジ

ャ

ン

ボ

機

の

ト

ラ

ブ

ル

あ

れ

ば

修

羅

闇

夜 

 

鉄

筆

が

蠟

紙

を

削

る

土

生

俳

句 

シ

ョ

ー

ヘ

イ

は

異

星

人

か

と

草

雲

雀 

青

空

に

折

線

グ

ラ

フ

赤

と

ん

ぼ 

故

郷

の

山

稜

冥

し

天

の

川 

閂

を

父

子

で

締

め

る

野

分

か

な 

 

台

風

に

洪

水

火

災

温

暖

化 

震

度

七

ブ

ラ

ッ

ク

ア

ウ

ト

月

も

無

く 

札

幌

の

マ

ラ

ソ

ン

終

わ

り

秋

立

ち

ぬ 

ハ

ン

モ

ッ

ク

見

上

げ

る

紅

葉

青

い

空 

大

雪

に

白

赤

緑

競

う

秋 
 

「
投
句
」
作
品 

  

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

戸
堂
博
之 

 

吉
澤
志
保
子 

 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

中
野
亘
子 

 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

西
村
敏
治 

 

本
多
通
博 

本
多
通
博 

本
多
通
博 

本
多
通
博 

本
多
通
博 

 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

都 

福
仁 

作
者 
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敏 

 
 
 
 
 
 

佑
展
福
克 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

崎 

展
以
由 

 
 

由
秀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

 
 
 
 
 
 
 
 

訓
福
志 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

克
博 

               
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

佑
以
敏 

                   

博 

                     

 

 
 
 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亘 

 

佑
志 

茂
徳 

                    
 
 
 
 
 
 
 

敏                   

徳 

                 

敏
亘 

                 

以
博 

                   

福 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

                    
 

                   

永 
 
 
 
 
 
 
 

 

訓 

博
秀 

                  

                 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

茂
崎
博 

 

  

展 

 
   

 

通 

                    

茂
由 

                       
 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 赤

と

ん

ぼ

開

か

ず

の

窓

を

掠

め

ゆ

く 

背

を

曲

げ

て

秋

思

の

さ

ま

と

自

嘲

せ

り 

毬

割

れ

て

た

ち

ま

ち

光

帯

ぶ

る

栗 

亡

き

人

の

数

々

思

ひ

食

む

葡

萄 

河

内

野

の

早

稲

田

を

ち

こ

ち

黄

金

色 

 

鶏

頭

の

緋

色

き

わ

だ

ち

空

青

し 

本

堂

の

ガ

ラ

ス

萩

垂

れ

仏

元 
大

空

に

義

足

飛

び

跳

ね

パ

ラ

の

秋 
届
終
え
月
下
の
ウ
ー
バ
ー
リ
ュ
ッ
ク

跳
ね 

お

帰

り

と

満

月

冴

え

て

家

路

前 

 

名

月

に

屋

上

で

飲

む

一

人

酒 

画
面
見
て
台
風
（
か
ぜ
）
そ
れ
た
と
鉢
を
出
す 

詰

将

棋

詰

さ

ぬ

間

に

月

消

え

る 

な

つ

か

し

き

命

つ

な

い

だ

芋

二

つ 

登

っ

た

よ

九

・

一

一

あ

の

ビ

ル

に 

 

医

者

帰

り

各

駅

電

車

夏

涼

し 

頼

り

な

き

吾

足

取

り

も

蝉

の

飛

ぶ 

祥

月

の

命

日

多

き

九

月

か

な 

抱

く

た

び

軽

く

な

る

ね

こ

白

い

秋 

両

手

か

ら

こ

ぼ

れ

し

命

秋

深

く 

 

月

に

立

ち

青

き

地

球

を

愛

で

む

日

よ 

野

分

き

去

り

重

き

雲

層

夕

日

染

む 

可

惜

（

あ

た

ら

）

命

特

攻

偲

ぶ

敗

戰

忌 

憂
ひ
な
き
虫
の
音
清
（
す
が
）
し
歩
を
緩
め 

オ

リ

パ

ラ

の

感

動

熱

し

秋

冴

ゆ

る 

 

台

風

近

し

木

々

も

全

身

力

込

め 

月

無

く

も

そ

れ

を

句

に

詠

む

母

の

才 

か

な

か

な

や

誰

に

尋

ね

て

鳴

く

の

や

ら 

頭

下

げ

食

べ

て

食

べ

て

と

稲

穂

か

な 

ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
プ
ッ
チ
ー
ニ
と
言
う
母
の
脳 

 

子

に

呼

ば

れ

月

見

に

出

た

が

も

う

隠

れ 

清

水

洞

時

を

忘

れ

ず

彼

岸

花 

秋

の

虫

寝

て

も

覚

め

て

も

休

み

な

く 

穂

す

す

き

や

朝

日

に

金

の

揺

れ

ど

お

し 

秋

入

日

見

ん

と

て

父

と

海

岸

へ 

 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

佐
藤
多
恵
子 

 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

加
龍
恵
子 

 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

佐
藤
茂
弘 

 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

富
岡
訓
子 

 
網 
佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

網 

佑
子 

 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

野
本
展
子 

 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 

吉
田
以
登 
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【
選
句
に
つ
い
て
お
願
い
】 

一
、
お
一
人
五
句
選
句
し
て
頂
き
、
そ
の
「
句
番
号
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

二
、
選
句
の
内
「
特
選
句
」
一
句
の
番
号
の
後
ろ
に
「
特
選
」
と
記
入
し
て
下
さ
い
。 

三
、「
特
選
句
」
に
つ
い
て
、
五
〇
文
字
以
内
で
句
評
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

投
句
、
選
句
者
氏
名 

 

（ 

）
内
は
選
句
者
略
号
（
五
十
音
順
） 

 

網 

佑
子
（
佑
）、
井
狩 

修
（
修
）、
岩
崎
悦
子
（
崎
）
岩
壺
克
哉
（
克
）、
加
龍
惠
子
（
恵
）
楠
野
圭
子
（
圭
）、 

小
松
康
子
（
康
）、
斎
藤
優
子
（
優
）、
佐
藤
多
恵
子
（
多
）、
佐
藤
茂
弘
（
茂
）、
戸
堂
博
之
（
博
）、
富
岡
訓
子
（
訓
）、 

中
野
亘
子
（
亘
）、
中
野
陽
典
（（
陽
）、
西
村
敏
治
（
敏
）、
野
本
展
子
（
展
）、
本
多
通
博
（
通
）、
前
田
秀
一
（
秀
）、 

三
木
徳
彦
（
徳
）、
都 

福
仁
（
福
）、
宮
本
智
乃
（
智
）、
元
永
悦
子
（
永
）、
山
家
由
紀
（
由
）、
吉
澤
志
保
子
（
志
） 

吉
田
以
登
（
以
） 

 

 

編
集
人 

前
田
秀
一 

  

       通 恵 

福
永 亘 志  

 

 

ひ

と

す

じ

の

風

秋

晴

れ

の

木

の

間

よ

り 

ア

フ

ガ

ン

の

政

変

線

状

降

水

帯 

な

ぜ

人

を

殺

す

ア

フ

ガ

ン

露

の

朝 

台

風

の

生

ま

れ

る

海

よ

草

の

花 

夫

と

ふ

た

り

夕

餉

の

卓

に

虫

の

声 

 

祝

酒

家

路

浮

か

れ

し

星

月

夜 
漆

黒

の

宙

（

そ

ら

）

や

煌

々

月

哀

し 
根

返

り

て

巨

木

横

た

ふ

台

風

過 

曼

荼

羅

や

落

葉

の

道

を

歩

き

け

り 

旧

交

や

猪

口

が

コ

ッ

プ

へ

温

め

酒 

 

 

 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

山
家
由
紀 

 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

前
田
秀
一 

 


